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緒　言
建築は，様々な機能を持つ部位・部材が適切に
組み合わされて構成されている．しかし一部の若
手や有名建築家がコンセプトを重視するあまり，
彼らを手本とする学生達はその基本を無視する結
果になっている様に思える．建築は本来「モノ造
り」であるので，その教育においては建築の構成
について適切に教えている必要がある．しかし建
設現場より机上での教育が主流にならざるを得な
い高校・大学・大学院の建築教育では，先鋭的に
設計教育に力を入れている場合はむしろデザイン
教育偏重になり，そうでなければ，旧態依然とし
た計画，構造，設備（環境工学），材料，歴史等の
分野を設計演習が統合するという方式がとられて
いる状況が随所に見受けられる．そこで我々は明
治大学理工学部建築学科澤田研究室を中心とし
て，この様な状態を改善する方策を検討する「建
築構法研究フォーラム」注 1）を組織した．この組織
で，最近のネット活用世代の学生が自律的に建築
構法を，コンピューターを用いて学習する支援
ツールとして「構法百科」を数年かけて開発してき
た．これに関しては，2009 年度建築学会大会で
概要を紹介している注 2）ので参照されたい．
本システムの概要と特徴
本システムは画像郡と，テキスト画面で構成さ
れ，学習者がこれらのページを順に．あるいは相
互に参照することによって，建築構法の知識を体
系的に習得する構成を目論んでいる．画像群には
構造システムや環境システム等をモデル化した図
コンピューターを用いた構法学習支援システム「構法百科」の
開発とその試用による効果について
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や「著名な建築」事例の図を中心として参考図など
も添附されている事例もあり，学習者はそれらの
関係を見つつ，建築構法の原理を習得する．（Fig. 
1 参照）
建築を体系的に捉えるには，それが「構造」「外
周（外壁・屋根）」「内周（床・壁・天井）」「設備」
によって構成されるとするのが一般的理解であ
る．それらの夫々は，大まかに言って以下の機能・
役割を分担し，それらの集合が建築を構成してい
ると考えるものである．
①構造システム：主として建築自体およびそれ
に加わる荷重（積載，地震，風，雪等）を支え，
架構の安定・安全を分担する．
②外周システム：主として建築の内部環境およ
び構造システムを外部環境から保護する．
③内周システム：主として建築の内部環境を使
い易くし，安全や快適を提供する．
④環境（設備）システム：主として建築内部の衛
生・環境制御・調理と安全や搬送を支援する．
　（Fig. 2 参照）．
　　本支援システムでは，建築を構成する上記
の 4 システムを更に分類して，細分化された
各システムの中のカテゴリーが組み合わされ
て建築が構成されている状況を提示する．
Fig.  1.  本システムの概要
Fig.  2.  構造・外周・内周・環境の 4 システム
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（Fig. 3 参照）
トップページの次には，本システムについての
解説ページが出てくる．学習者は，そこで自分の
調べたいテーマとして「構法モデルの統合」「環境
システムリスト」「デザイン語リスト」「建築事例
リスト」のいずれかを選択する．ここでは，自ら
イメージする建築を「建築事例リスト」や「デザイ
ン語」から選択することが多いかもしれない．こ
れらの画像とテキストとは対応する「構法モデル」
に関連付けられ，学習者はイメージする建築の「構
法モデル」を理解することができることを目指し
ている．一方で，建築をモノの集積と考え，「構
造システム」「外周システム」「内周システム」「環
境システム」の夫々を選択し，そこから建築の全
体像＝統合された「講法モデル」に至り，更にそれ
に相応する建築事例に到達することも可能であ
る．ただし，構法モデルの中には一般的には存在
し難いものもあり，途中で学習者にその旨を通知
するようにしている．
こうしたモデル化された建築構法の周辺に，木
造・鉄骨造・コンクリート造などの構成を解説す
る図が配され，学習者は以上の画像・テキスト群
を巡り総合することで建築構法の原理を学ぶ．
本システムの現状
建築事例に関しては，公表されている写真や図
版の利用は，著作権との関係で出来ない．従って，
本システムではそれらをトレースして図を作成し
た．事例数は，2008 年は 100 事例に留まってい
たが，2009 年では合計 200 事例を収録している．
必要充分な数かどうかは，使ってみる中で明確に
なってくるであろうが，まだ不十分と思われる．
但し，本システムは開発途上であるので，構造
モデルに関しても環境モデルに関しても分類のカ
テゴリーの吟味が不十分であると考えられる．ま
た，建築事例の全てについて，構造モデルや環境
モデルに関連付けられているわけでもない．更に，
その事例に関する説明の添付や関連のウエッブ頁
へのリンクが，現在のところほとんど行われてい
ない状態である．これらの点は，今後の課題の項
で整理する．従って，利用に関してはあくまで試
みに使ってみたものである点に留意されたい．
本システムの試用状況
本システムを，本学生活環境学部生活環境学科
建築デザインコース 3 年生を対象とした前期の建
築一般構造Ⅱの授業において 2008 年度に 1 回，
2009 年度に 2 回試用してみて，40～50 名の学生
にアンケート調査を実施した．3 年生は，既に 2
年次において木造の構成については一応習得を終
えている．また，住宅・集合住宅の建築計画と木
造個人住宅・RC 造の店舗併用住宅の設計課題を
こなしている．本システムを試用した建築一般構
造Ⅱの授業では，木造建築以外の構造の概要とそ
の特徴・力の流れや架構形式と建築形態との関連
等を教えている．本科目において，建築構法に関
する勉強をするのが適切と思い，授業中に試用を
してみたものである．本学科では各学生専用のパ
ソコンがあるわけではないので，授業に当たって
は MM 館のパソコン教室（60 台）を利用し，学生
各自がパソコンの前に座り操作を行った．
本システムの試用による評価
アンケート調査結果
調査対象：生活環境学部　生活環境学科
　　　　　建築デザインコース 3 年
科　　目：建築一般構造Ⅱ
Fig.  3.  構法モデルの統合事例
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調査結果考察
2009 年度の 1 回目の調査で，「自宅でも使いた
い」「時々使いたい」を併せると，全員が更に使い
たいと回答しているにもかかわらず，2 回目調査
では実際に 1 回目以降に使用したと回答している
学生が 40% 程度に留まっている．これには以下
の様な幾つかの理由が考えられる．
①「本学科においては，1 級・2 級・木造の建築士
受験資格に対応したカリキュラムを組んでいる
が，学生は必ずしも将来の設計者ないしは建設
技術者を志向しているわけではない」という学
生の志向の問題．
②「学生各自に専用のパソコンがあるわけではな
く，利用したい時に手近にパソコンが無くてわ
○2009 年度　1 回目　5 月12 日　43 名中34 名が回答
Table 2.  2009 年 1 回目の調査事項と回答
通常の授業との比較 楽しかった：97% 余り違わない：3% よく分からない：0%
建築構法とは何かという理解度 概ね理解した：92% よく分かった：0% 余り分からない：8%
構法百科学習と設計行為との関連 大いに役立つ：36% 役立つと思う：64% 余り役立たない：0%
構法モデルと設計行為との関連 かなり役立つ：31% 役立ちそうだ：64% 余り役立たない：5%
環境システムと設計行為との関連 かなり役立つ：22% 役立ちそうだ：67% よく分からない：11%
今後の使用希望 自宅でも使いたい：72% 時々使いたい：28% 余り関心がない：0%
その他の意見・提案 ・外部リンクの充実，関連図書紹介
・解説，添付図面（平面・立面・断面・詳細図）等の充実
・ライヒスタークの外部リンクにある様な階層ごとに分解した図
・写真の参照（著作権の事を知らない学生が多い）．
・事例数の拡充
・構法ごとの利点欠点
・事例の分類，用途や規模別検索
・3D でウオークスルーができる様
○2009 年度　2 回目　7 月21 日　43 名中32 名が回答
Table 3.  2009 年 2 回目の調査事項と回答
前回の使用以降の使用状況 自宅 + 大学で：10% 大学で：29% 不使用：61%
前回に比べた今回の感想 より楽しかった：68% 余り違わない：32% 通常授業でよい：0%
構造システムモデルに関して 建築を想像し易い：68% 混構造も加えて欲しい：24% 特に意見なし：8%
環境システムモデルに関して 環境建築のタイプを理解し易い：39% モデルの数を増やして欲しい：49% 特に意見無し：12%
構法モデルの意味の理解に関して 大変よく分った：73% 余りよく分らない：27% 関心がない：0%
構法百科の知識と設計行為との関係 大変役立っている：31% 余り役立てていない：59% 役立っていない：9%
デザイン語と建築イメージとの関係 大変役立っている：67% 余り役立てていない：30% 役立っていない：3%
事例の図と建築イメージとの関係 大変役立っている：91% 余り役立てていない：9% 役立っていない：0%
出てくる専門用語の自主的調査 大いに調べた：6% 少し調べた：55% 全く調べていない：39%
2008 年度アンケートと 2009 年度 1 回目のアンケートの調査票は同一である．
○2008 年度　7 月　51 名中 35 名が回答
Table 1.  2008 年アンケートの調査事項と回答
通常の授業との比較 楽しかった：86% 余り違わない：8% よく分からない：6%
建築構法とは何かという理解度 概ね理解した：91% よく分かった：3% 余り分からない：3%
構法百科学習と設計行為との関連 大いに役立つ：37% 役立つと思う：63% 余り役立たない：0%
構法モデルと設計行為との関連 かなり役立つ：23% 役立ちそうだ：74% よく分からない：3%
環境システムと設計行為との関連 かなり役立つ：26% 役立ちそうだ：60% よく分からない：14%
今後の使用希望 自宅でも使いたい：46% 時々使いたい：54% 余り関心がない：0%
その他の意見・提案 ・外部リンクの充実
・もう少し詳しい解説，他視点から見た図面（外観図）の添付
・写真の参照ができるようにして欲しい．
・全建築事例が構法モデルを参照できるようにして欲しい．
・写真やウｫークスルーができる様にして欲しい．
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ざわざパソコン室に行かなければ利用できな
い」という利用環境の問題．
③「学生は，情報を苦労せずに入手できることに
慣れ，一つの入り口から入ると奥が広がってい
て，それほど苦労せずに情報を入手できるもの
を欲している．あるいは，それ以上の情報を入
手する努力を怠るようになってきている」とい
う現代の学生の気質の問題．
を指摘することが出来るであろう．②に関しては，
学生 1 人 1 台の専用パソコンを整備するところま
での投資は学科として不可能である．しかし，例
えば製図室でのインターネット利用を可能にする
という様な，パソコンの利用環境をもう少し整備
する必要があるようである．③については，2 回
目の「出てくる専門用語の自主的調査」に関する回
答で，「全く調べていない」が 40% 弱，「少し調べ
た」が 55% にものぼるという点からも窺うことが
出来る．
特に，本試行授業では 3 年生を対象としたとい
うこともあり，ある程度の建築に対する知識を習
得してきている．その上で，それを更に「簡便に・
手軽に」発展させてくれるツールを学生が望んで
いるところがある．それが，2 回目の「構法百科
の知識は設計行為に役立つか」という問いに対し
て，56% もの学生が「余り役立てていない」とい
う回答をした一つの原因と考えられる．それは，
1 回目のアンケートに寄せられた「その他意見」に
おける
・ 外部リンクの充実，関連図書紹介
・ 解説の充実
・ 添付図面の充実
・ 写真の参照
・ 事例数の拡充
等の要望にも表れている．また，上記②の利用環
境にも関係しているところがある．
しかし一方では，本学科の性格上，エンジニア
を志向している学生は少なく，構法百科で提示さ
れる「構造システムのモデル」に関して，68% も
の学生が簡単に「建築を想像しやすい」と答えてお
り，「混構造も加えて欲しい」が 24% に留まる結
果となっている．これは，本授業で多様な構造シ
ステムに関する知識を伝えてきた者としては，残
念に思う点である．そうは言っても，環境システ
ムのモデルに関しては，50% 近い学生が「モデル
の数を増やして欲しい」と回答しており，「環境」
に対する志向の強さも見うけられる．
今回は，建築一般構造 II という，木造以外の
構造形式の建築について，その架構形式の特徴や
力の流れ，建築形態との関係等を教える授業の中
で学生に本システムを使わせたが，他の大学で試
みているように，1 年生・2 年生の辺りで，建築
への導入手段としても利用することで，建築に対
する興味を増大させる大きな効果を期待すること
が出来るように思われる．いずれにせよ，限られ
たサンプリングの調査ではあるが，おおよその傾
向が出ているということは言えると考えている．
利用の効果に関する考察
学生達が本システムを利用してみた結果，学生
達に現れた変化を見てみることにする．それは特
に設計演習の成果に現れた．1 例は 3 年前期のあ
る課題において，斜面に建つ建物の床を吊るとい
う案が提出された（Fig. 4 参照）．これは，建築事
例における香港上海外銀行本店（Fig. 5，香港，ノー
マン・フォスター）や連邦準備銀行（Fig. 6，ミネ
Fig.  4.  建物の床を吊る案
Fig.  5.  香港上海外銀行 Fig.  6.  連邦準備銀行
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アポリス，グンナー・バーカーツ）等を参照した
結果と考えられる．もちろん授業中にもこれらの
事例に言及しているが，より詳しく独自に調べた
ものと推察される．
また，別の事例では，3 年後期の課題において
平屋の屋根をランダムな方向に傾斜した複数の柱
で支持する案が提出された（Fig. 7 参照）．これは，
恐らく建築事例の中のパーク＆ライド路面電車駅
（Fig. 8，ストラスブール，ザッハ・ハディド）の
事例などを参照したと考えられる．この事例は授
業でも提示していないので，学生が独自に調べた
結果であろうと推察される．
これらの設計演習における成果は，「構法百科」
の建築事例に触発されたものと考えられる．しか
し，建築事例の図を見ただけで，設計に応用でき
る知識が得られるとは考えられない．相応の知識
を得るためには，「構法百科」を入り口として，自
ら当該建築に関する情報を拡張して取得する必要
がある．結果として設計演習におけるイメージ喚
起，および拡張的情報取得の入り口としては充分
に効果があることが判る．
また，例えばロイズ・オブ・ロンドン（Fig. 9
ロンドン，リチャード・ロジャース）の事例に関
して，「構法百科」では構造システムは「鉄骨 - ラー
メン」，環境システム「設備統合」と表示されてい
る．しかし，建築事例の図を作成した学生からは，
構造の主体はプレキャストコンクリートであり，
また，設備に関してもダクトやパイプ類が外部に
露出されており，表示とは異なるのではないかと
いう疑問が提出された．
これは，当該建物に関して相当詳細に調べて出
てくる疑問である．この様な拡張的な知識吸収が
行われることも，本システムが建築に関する知識
の一つの入り口となることの証となる点である．
今後の課題
本システムは開発途上で，様々な部分が完成の
域に達していない．先ずは，建築事例と構造・外
周・内周・環境の各システムとの関連付けを精査
する必要がある．同時に，各システムの細分類や
「デザイン語」についても精査し，適切なものにす
る必要がある．次に，1 回目のアンケートにおけ
る「その他意見」に見るように，建築事例の解説，
外部リンクの充実，関連図書紹介について取り組
まなければならない．特に，外部リンクを充実さ
せることによって，学生の要望にある平面や断面
Fig.  7.  屋根をランダム柱で支持する案
Fig.  8.  パーク＆ライド路面電車駅
Fig.  9.  ロイズ・オブ・ロンドン
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等の図面や写真を参照することも大幅に可能にな
り，更には解説が加えられている HP などもあり，
要望のかなりの部分が達成できる．ただ，安定的
なリンク先が存在するかどうかが大きな課題であ
る．また，関連図書の紹介も情報の量と質を拡充
する重要点で，学生の自律的な行動を促すのにも
有効である．一方，簡単な解説は本システムの中
に組み込んでおく必要があろう．建築事例数の拡
充は必要であろうが，事例は非常に多数あり，戦
略的に増やすことを考える必要がある．また，事
例の分類は，デザイン語や構法からの検索が可能
であるので，要望にあるような用途や規模別の検
索が必要かどうかは吟味が要るだろう．
更に，本システムを利用する大学や組織等を増
やし，一種の教育基盤に育てる事も必要であろう．
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注
注 1 ） 建築構法研究フォーラム：
　　　明治大学・教授　澤田誠二
　　　明治大学・教授　酒井孝司
　　　明治大学・准教授　小山明男
　　　明治大学・講師　小林正人
　　　芝浦工業大学・教授　南　一誠
　　　滋賀県立大学・教授　松岡拓公雄
　　　鳥取環境大学・教授　渡辺一正
　　　武庫川女子大学・教授　大坪　明
　　　椙山女学園大学・准教授　村上　心
注 2 ） 菅野恵介，澤田誠二，大坪明「建築構法学習支援
　　　 e-ラーニングシステムに関する研究開発」日本建築
学会学術講演会梗概集（東北），E-2，pp.669-670，
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